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第 170 号 

令和 2年(2020 年) 

12 月 25 日 

金曜日 

目 次 

規則 
○ 埼玉県県営住宅条例施行規則の一部を改正する規則（住宅課） 

告示 
○ 予算の公表（財政課） 

○ 歳入歳出決算及び監査委員の審査の意見の公表（財政課） 

○ 埼玉県市町村電子申請サービス提供業務委託に関する契約の相手方等の公示（情報シス

テム課） 

○ 特定非営利活動法人の認定に係る公告（共助社会づくり課） 

○ 飯能都市計画生産緑地地区の変更に係る図書の写しの縦覧（みどり自然課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による医療機関及び施術機関の指定（社会

福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関の変更の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関及び指定施術機関の

廃止の届出（社会福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定医療機関の辞退の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による介護機関の指定（社会福祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定介護機関の変更の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人

等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定介護機関の休止の届出（社会福

祉課） 

○ 生活保護法及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人
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等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律による指定介護機関の廃止の届出（社会福

祉課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗に対する市町村等意見の公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 北武蔵用水土地改良区の役員就退任届（大里農林振興センター） 

○ 地方卸売市場の認定の失効に係る公示（農業ビジネス支援課） 

○ さいたま中央土地改良区の設立認可（農村整備課） 

○ 九郷阿保領用水土地改良区の土地改良事業計画変更認可申請の適否決定及び変更後の

土地改良事業（維持管理事業）計画書の写しの縦覧（農村整備課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の実施（用地課） 

○ 測量法に基づく公共測量の終了（用地課） 

○ 埼玉県収納代理金融機関についての告示の一部改正（出納総務課） 

○ 埼玉県立総合教育センターＩＣＴ教育支援システム用機器等賃貸借に関する落札者等

の公示（総合教育センター） 

○ 県道和光志木線の供用の開始（朝霞県土整備事務所） 

○ 県道熊谷小川秩父線の区域の変更（東松山県土整備事務所） 

○ 県道熊谷小川秩父線の供用開始（東松山県土整備事務所） 

○ 県道西宝珠花屏風線の区域の変更（越谷県土整備事務所） 

○ 県道西宝珠花屏風線の区域の変更（越谷県土整備事務所） 

○ 県道川越栗橋線の区域の変更（杉戸県土整備事務所） 

○ 県道川越栗橋線の供用の開始（杉戸県土整備事務所） 

○ 県道川越栗橋線の占用を制限する区域の指定（杉戸県土整備事務所） 

○ 建築基準法第 42 条第１項第４号に基づく道路の指定（越谷建築安全センター） 

○ 埼玉県議会の議員の資産等の公開に関する規程の一部を改正する告示（政策調査課） 

○ 埼玉県教育委員会定例会の招集（教委・総務課） 

正誤 
○ 埼玉県告示第 1405 号中訂正（公園スタジアム課） 
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      令和２年度埼玉県一般会計補正予算（第１０号） 

 令和２年度埼玉県一般会計の補正予算（第１０号）は、次に定めるところによる。 

 （繰越明許費の補正） 

第１条 繰越明許費の追加及び変更は、「第１表繰越明許費補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

第２条 債務負担行為の追加及び変更は、「第２表債務負担行為補正」による。 



第１表 繰越明許費補正                                                                                         

 追  加                                                        （単位 千円） 

款 項   事 業 名   金 額  

2 総 務 費  2 企 画 費 
  

電子県庁推進費  6,354  

 

  

2 道 路 橋 り ょ う 費 

  
災害防除費  17,000  

  
 
電線地中化（道路）整備費  30,000  

  
 
自転車歩行者道整備費  10,000  

  
 
バリアフリー安全対策費  90,000  

  
 
社会資本整備総合交付金（維持）事業費  68,000  

  
 
社会資本整備総合交付金（交通安全）事業費  25,000  

   
 
道路改築費  12,000  

8 土 木 費  
 
橋りょう修繕費  2,323,000  

   
 
社会資本整備総合交付金（橋りょう維持）事業費  30,000  

   
 
橋りょう架換費  740,000  



 

 

 

   

3 河 川 費 

  
河川改修費  70,000  

   
 
社会資本整備総合交付金（河川）事業費  1,145,000  

   
 
床上浸水対策事業費  306,000  

   
 
社会資本整備総合交付金（砂防）事業費  110,000  

   4 都 市 計 画 費 
  

街路整備費  474,000  

11 災 害 復 旧 費  2 土木施設災害復旧費 
  

公共土木施設災害復旧対応事業費  240,000  

 



 

 

 

 

変  更                                                                                                       （単位 千円） 

款
 

項
 補 正 前           補 正 後           

事 業 名         金 額       事 業 名         金 額       

8 土 木 費 

2 道路橋りょう費 

  
社会資本整備総合交付金 

（ 改 築 ） 事 業 費 

  

210,000 

  
社会資本整備総合交付金 

（ 改 築 ） 事 業 費 

  

729,000 

 

3 河 川 費 

  

河 川 改 修 事 業 費 

  

60,000 

  

河 川 改 修 事 業 費 

  

237,000 

 

4 都 市 計 画 費 

  
社会資本整備総合交付金 

（ 街 路 ） 事 業 費 

  

667,000 

  
社会資本整備総合交付金 

（ 街 路 ） 事 業 費 

  

825,000 

 

 



 

第２表 債務負担行為補正 
 

 追  加                                                    （単位 千円） 

 事 項   期 間   限 度 額  

 舗装道整備   令 和 3 年 度   2,247,840  

 災害防除   令 和 3 年 度   190,000  

 道路安全施設   令 和 3 年 度   193,000  

 自転車通行環境整備   令 和 3 年 度   13,000  

 社会資本整備総合交付金（改築）事業   令 和 3 年 度   945,000  

 河川維持修繕   令 和 3 年 度   110,500  

 緊急浚渫推進   令 和 3 年 度   328,000  



 

 

 

 変  更                                                    （単位 千円） 

 事 項   期 間   限 度 額  

 砂防施設   令 和 3 年 度   30,000  

事                   項 

補 正 前  補 正 後  

期 間 限 度 額  期 間 限 度 額  

 

 橋りょう修繕 

  

令 和 3 年 度 

  

1,059,600 

  

令 和 3 年 度 

  

1,174,600 

 

 

 橋りょう架換 

  
令 和 3 年 度 か ら 

令 和 4 年 度 ま で 

  

250,000 

  
令 和 3 年 度 か ら 

令 和 4 年 度 ま で 

  

280,000 

 

 

 排水機場等維持修繕 

  

令 和 3 年 度 

  

180,000 

  

令 和 3 年 度 

  

235,000 

 

 

 河川改修 

  

令 和 3 年 度 

  

100,000 

  

令 和 3 年 度 

  

557,000 

 



 

 

   

 

 社会資本整備総合交付金（河川）事業 

  

令 和 3 年 度 

  

844,000 

  

令 和 3 年 度 

  

934,000 

 

 

 街路整備 

  

令 和 3 年 度 

  

620,000 

  

令 和 3 年 度 

  

650,000 

 

 

 社会資本整備総合交付金（街路）事業 

  

令 和 3 年 度 

  

730,000 

  

令 和 3 年 度 

  

755,000 

 



 

    - 8 - 

           

 

   令和２年度埼玉県国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和２年度埼玉県国民健康保険事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ439,731千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ604,951,032千円とする。 

第２条 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「別表歳入歳出予算補正」による。  

 

別表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 
款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

7 繰 入 金     38,813,278  439,731  39,253,009  

   2 基 金 繰 入 金  300,000   439,731  739,731  

歳 入 合 計 604,511,301  439,731  604,951,032  
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 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

4 前 期 高 齢 者 納 付 金 等     142,813  19,882  162,695  

 

 

 

 

  1 前 期 高 齢 者 納 付 金 等  142,813  19,882  162,695  

7 共 同 事 業 拠 出 金     909,385  419,849  1,329,234  

   1 共 同 事 業 拠 出 金  909,385  419,849  1,329,234  

歳 出 合 計  604,511,301  439,731  604,951,032  

 

  



 

 

   令和２年度埼玉県工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

 （総 則） 

第１条 令和２年度埼玉県工業用水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （債務負担行為） 

第２条 令和２年度埼玉県工業用水道事業会計予算第５条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額を次のとおり追加して補正する。 

 （単位 千円）  

  事 項    期 間   限 度 額  

 
工 業 用 水 道 施 設 修 繕 

 

 令 和 3 年 度  

 

9,410 
 

 

   



 

   令和２年度埼玉県水道用水供給事業会計補正予算（第１号） 

 （総 則） 

第１条 令和２年度埼玉県水道用水供給事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （債務負担行為） 

第２条 令和２年度埼玉県水道用水供給事業会計予算第５条に定めた債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額を次のとおり追加して補正する。 

 （単位 千円）  

  事 項    期 間   限 度 額  

 
水 道 施 設 修 繕 

 

 令 和 3 年 度  

 

282,053 
 

 

   



 

            

 

   令和２年度埼玉県地域整備事業会計補正予算（第２号） 

 （総 則） 

第１条 令和２年度埼玉県地域整備事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

第２条 令和２年度埼玉県地域整備事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。 

区          分 既 決 予 定 量 補 正 予 定 量 計 

 (2) 主 な る 建 設 改 良 事 業  8,541,484 千円  △106,445  千円 8,435,039 千円 

 （資本的収入及び支出） 

第３条 予算第４条本文括弧書中「17,755,458千円」を「17,649,013千円」に、「15,213,116千円及び当年度分損益勘定留保資金 2,542,342千円」を「17,649,013

千円」に改め、資本的収入及び支出のうち資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 
 

支 出 
 

（単位 千円）  

科         目 既  決  予  定  額 補  正  予  定  額 計 

 第１款 資 本 的 支 出  19,287,016  △106,445  19,180,571  

  第１項 建 設 改 良 費  8,831,470  △106,445  8,725,025  



       

 （継続費） 

第４条 継続費の総額及び年割額を次のとおり補正する。 

（単位 千円） 

款
 

項
 

 事 業 名 
  補 正 前   補 正 後  

総   額  年   度  年  割  額 総   額  年   度  年  割  額 

1 資本的支出 1 建設改良費 

 

行 田 富 士 見 

工業団地拡張地区 

産業団地整備事業 

 

1,651,086  

平成30年度 

令和元年度 

令 和 2 年度 

 

 

 

1,088,941 

337,220 

224,925 

 

 

1,921,086  

平成30年度 

令和元年度 

令 和 2 年度 

令 和 3 年度 

令 和 4 年度 

 

1,088,941 

337,220 

118,480 

199,225 

177,220 

 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
一
号 

 
埼
玉
県
議
会
令
和
二
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
認
定
の
議
決
を
経
た
令
和
元
年
度
埼
玉
県
歳

入
歳
出
決
算
及
び
当
該
決
算
に
係
る
埼
玉
県
監
査
委
員
の
審
査
意
見
を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
三
条
第
六
項
及
び
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法

律
第
二
百
九
十
二
号
）
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 



























































































































































































 

令和元年度 

 

埼玉県歳入歳出決算審査意見書 
 

 

 

 

 

 

 

 

埼 玉 県 監 査 委 員 



































































































































































































告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
二
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  
 



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県市町村電子申請サービス提供業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企画財政部情報システム課県民サービス・システム共同化担当 埼玉県

さいたま市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和２年11月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社エヌ・ティ・ティ・データ関西 大阪府大阪市北区堂島３丁目１番21

号 

５ 契約金額 

  32,866,780円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第

１項第１号に該当 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
三
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示

す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 

一 

名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
飯
能
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会 

二 

代
表
者
の
氏
名 

岡
部 

素
明 

三 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 

 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
阿
須
八
百
十
二
番
地
三 

四 

当
該
認
定
の
有
効
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
七
年
十
二
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
四
号 

 
飯
能
市
か
ら
飯
能
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
五
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
又
は
施
術

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕
上 

一 

指
定
医
療
機
関 

小
手
指
医
院 

医
療
法
人
社
団
宏
友

会
栗
原
整
形
外
科 

あ
さ
か
リ
ー
ド
タ
ウ

ン
皮
フ
科 

み
や
た
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク 

か
る
が
も
上
尾
ク
リ

ニ
ッ
ク 

し
ら
さ
き
眼
科
医
院 

西
本
眼
科 

八
潮
ま
る
や
ま
眼
科 

名 
 

称 

医
療
法
人
社
団 

賀
会 

医
療
法
人
社
団
宏

友
会 

小
川 

智
広 

宮
田 

祐
樹 

山
田 

晋
也 

医
療
法
人
白
英
会 

医
療
法
人
西
本
眼

科 丸
山 

勝
彦 

開 

設 

者 

名 

所
沢
市
北
野
新
町
一
―
九
―
七 

朝
霞
市
幸
町
一
―
一
―
五 

朝
霞
市
根
岸
台
三
―
二
〇
―
一 

朝
霞
市
青
葉
台
一
―
三
―
二
青

葉
台
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
二
Ｆ 

上
尾
市
愛
宕
三
―
八
―
一
イ
オ
ン

モ
ー
ル
上
尾
二
階
二
〇
二
三 

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
針
八
四
七

―
一 

三
郷
市
彦
成
三
―
一
一
―
一
七

―
一
〇
三
号 

八
潮
市
大
瀬
五
―
一
―
一
五
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｙ
Ｕ
３
ｒ
ｄ
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ

二
階 

所 
 

在 
 

地 

令
和
二
年
九
月

一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

平
成
三
十
年
九

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
元
年
五
月

一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

指

定

年

月

日

 



薬
局
ア
ポ
ッ
ク
草
加
新

田
店 

さ
ん
く
す
薬
局
原
市
店 

オ
レ
ン
ジ
薬
局 

た
か
じ
ん
薬
局 

サ
エ
ラ
薬
局
わ
ら
び
店 

の
ぞ
み
薬
局
三
郷
店 

青
葉
薬
局 

並
木
歯
科
医
院 

鶴
瀬
あ
お
ぞ
ら
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク 

大
和
田
歯
科
医
院 

若
葉
・
さ
く
ら
い
ク
リ

ニ
ッ
ク 

久
保
ク
リ
ニ
ッ
ク 

春
山
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ

ク み
や
ざ
き
眼
科 

株
式
会
社
日
本
ア

ポ
ッ
ク 

株
式
会
社
ラ
イ
フ

ア
ー
ト 

株
式
会
社
ア
イ
・

エ
ヌ
・
ジ
ー 

植
松 

孝
仁 

株
式
会
社
サ
エ
ラ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
ズ 

大
洋
薬
品
販
売
株

式
会
社 

有
限
会
社
青
葉
ケ

ミ
カ
ル 

並
木 

史
江 

藤
原 

仁 

大
和
田 

学 

 

井 
裕 

医
療
法
人
久
保
ク

リ
ニ
ッ
ク 

春
山 

護
人 

医
療
法
人
東
成
会 

草
加
市
金
明
町
三
五
七
―
二
五 

上
尾
市
原
市
中
三
―
一
―
八 

上
尾
市
宮
本
町
三
―
二
Ａ
―
Ｇ

Ｅ
Ｏ
タ
ウ
ン
シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
一

一
〇 

蕨
市
塚
越
二
―
四
―
一
ハ
イ
ツ

リ
ラ
一
〇
二 

蕨
市
塚
越
一
―
六
―
一
四
第
一

商
事
ビ
ル
一
〇
三
号
室 

三
郷
市
幸
房
四
七
六
―
一
二 

春
日
部
市
南
二
―
六
―
二
六 

秩
父
市
野
坂
一
―
一
九
―
一
三 

富
士
見
市
鶴
瀬
東
二
―
四
―
四

三
有
限
会
社
や
ま
ざ
き
エ
ス
テ

ー
ト
ビ
ル
一
Ｆ 

久
喜
市
本
町
一
―
二
―
四
五 

鶴
ヶ
島
市
五
味
ケ
谷
三
〇
七
―

一
〇 

加
須
市
琴
寄
三
〇
四
―
二 

行
田
市
下
忍
一
〇
四
五
―
一 

東
松
山
市
東
平
九
三
二
―
三 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
月

三
十
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

平
成
二
十
九
年

七
月
十
三
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 



   

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
い
つ
き
白
岡 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
ほ
ら
秩
父 

ハ
ロ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

池
田
薬
局
鶴
ヶ
島
店 

ナ
カ
マ
チ
薬
局 

匠
の
杜
薬
局 

あ
お
い
調
剤
薬
局
東
み

ず
ほ
台
店 

ま
ご
こ
ろ
薬
局
ア
サ
ヒ

調
剤
店 

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス
飯

能
ペ
ペ
南
口
薬
局 

エ
ミ
カ
薬
局 

ア
イ
カ
薬
局 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
薬
局 

株
式
会
社
ハ
ー
ト

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ 

株
式
会
社
秀
耕
舎 

株
式
会
社
ハ
ロ

ー
・
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト 

株
式
会
社
池
田
薬

局 ナ
カ
マ
チ
株
式
会

社 株
式
会
社
ア
ラ
タ 

あ
お
い
調
剤
薬
局

株
式
会
社 

株
式
会
社
昭
和
薬

品 株
式
会
社
富
士
薬

品 株
式
会
社
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ァ
マ
シ
ー 

株
式
会
社
会
香 

ｓ
ｏ
ｌ
ａ
株
式
会

社 

白
岡
市
新
白
岡
五
―
一
九
―
二

ニ
ュ
ー
白
岡
ハ
イ
ツ 

一
〇
六

号 秩
父
郡
横
瀬
町
横
瀬
五
九
〇
九

―
三 

深
谷
市
人
見
四
七
九
―
四 

鶴
ヶ
島
市
五
味
ケ
谷
三
〇
七
―

一
一 

坂
戸
市
仲
町
九
―
一 

行
田
市
下
忍
一
〇
四
四
―
一 

富
士
見
市
東
み
ず
ほ
台
一
―
三

―
一
四
―
一
〇
二 

狭
山
市
中
央
四
―
二
六
―
八 

飯
能
市
南
町
一
―
二
二 

和
光
市
諏
訪
四
―
一
一 

朝
霞
市
根
岸
台
三
―
二
〇
―
一

く
み
ま
ち
モ
ー
ル
あ
さ
か
二
階

二
三
五 

草
加
市
金
明
町
五
一
六
―
一
―

二 

令
和
二
年
十
月

一
日 

平
成
三
十
年
六

月
一
日 

令
和
二
年
五
月

一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 



二 

指
定
施
術
機
関 

 

赤
城 

雄
二 

樋
口 

雅
和 

清
宮 

忠 

桶
田 

裕
美 

丸
山 

理
恵 

町
田 

信
一 

氏 
 

名 

      
住 

所 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ

ッ
サ
ー
ジ
さ
ん
ぽ

あ
ん 

株
式
会
社
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス 

 

ガ
ー
デ
ン
マ
ッ
サ

ー
ジ
治
療
院 

ガ
ー
デ
ン
マ
ッ
サ

ー
ジ
治
療
院 

ふ
れ
あ
い
通
り
整

骨
院 

名 
 

称 

施 
 

術 
 

所 

新
座
市
東
二
―
六
―
二
二
セ
ピ

ア
志
木
二
〇
一 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大
宮
四

―
二
六
―
三
鯨
井
ビ
ル
二
〇
一 

 

東
京
都
足
立
区
保
木
間
三
―
三

―
三 

東
京
都
足
立
区
保
木
間
三
―
三

―
三 

東
京
都
足
立
区
西
綾
瀬
三
―
三

六
―
六 

所 
 

在 
 

地 

令
和
二
年
十
二

月
七
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
二

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
一
日 

令
和
二
年
十
一

月
二
日 

指

定

年

月

日

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
六
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

よ
つ
ば
訪
問
看
護

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

Ｏ
ｎ
ｅ 

ｓ
ｔ
ｅ

ｐ
訪
問
看
護
リ
ハ

ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

サ
ー
ク
ル
薬
局
新

白
岡
西
口
店 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

熊
谷
箱
田
店 

医
療
法
人
社
団
泰

進
会
戸
田
フ
ァ
ー

ス
ト
歯
科 

み
く
に
病
院 

み
く
に
中
央
ク
リ

ニ
ッ
ク 名 

 

称 

所

在

地 

所

在

地 

所 

在 

地 

所 

在 

地 

所

在

地 

開

設

者

名 

名 
 

称 

開

設

者

名 

名 
 

称 

変

更

事

項 

蓮
田
市
東
五
―
八
―
六
一

松
島
屋
ビ
ル
三
Ｆ 

入
間
市
下
藤
沢
四
五
六
―

一
築
地
サ
ン
ハ
イ
ツ
一
〇
三 

白
岡
市
野
牛
一
一
一
〇
―

九 熊
谷
市
箱
田
七
―
一
六
一

―
一
〇 

戸
田
市
中
町
一
―
二
八
―

二
四 

医
療
法
人
春
明
会 

医
療
法
人
春
明
会
み
く
に

病
院 

医
療
法
人
春
明
会 

医
療
法
人
春
明
会
み
く
に

中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク 

変 

更 

前 

蓮
田
市
馬
込
二
一
六
三 

入
間
市
下
藤
沢
七
六
三
―

一
ブ
ラ
ン
シ
ェ
ー
ル
一
号

室 白
岡
市
新
白
岡
七
―
一
五

―
七 

熊
谷
市
箱
田
七
―
八
―
三

一 戸
田
市
中
町
一
―
一
〇
―

九 医
療
法
人
社
団
春
明
会 

み
く
に
病
院 

医
療
法
人
社
団
春
明
会 

み
く
に
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク 

変 

更 

後 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
七
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

指
定
医
療
機
関 

大
和
田
歯
科
医
院 

久
保
ク
リ
ニ
ッ
ク 

み
や
ざ
き
眼
科 

小
手
指
医
院 

救
護
施
設
育
心
寮
診
療

部 医
療
法
人
社
団
宏
友
会 

栗
原
整
形
外
科 

し
ら
さ
き
眼
科
医
院 

西
本
眼
科 

名 
 

称 

久
喜
市
本
町
一
―
二
―
四
五 

加
須
市
琴
寄
三
〇
四
―
二 

東
松
山
市
東
平
九
三
二
―
三 

所
沢
市
北
野
新
町
一
―
九
―
七 

入
間
郡
毛
呂
山
町
前
久
保
南
一
―
六
―
二
六 

朝
霞
市
幸
町
一
―
一
三
―
七 

北
足
立
郡
伊
奈
町
大
針
八
四
七
―
一 

三
郷
市
彦
成
三
―
一
一
―
一
七
―
一
〇
三 

所 
 

在 
 

地 

平
成
二
十
九
年
七
月

十
二
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
八
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
一
月
一

日 令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

平
成
三
十
一
年
四
月

三
十
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 廃

止

年

月

日

 



二 

指
定
施
術
機
関 

  

ナ
カ
マ
チ
薬
局 

深
谷
ス
マ
イ
ル
薬
局 

ア
サ
ヒ
調
剤
薬
局 

エ
ミ
カ
薬
局 

フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ロ
ス
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
薬
局 

さ
ん
く
す
薬
局
原
市
店 

の
ぞ
み
薬
局 

青
葉
薬
局 

坂
戸
市
仲
町
九
―
一 

深
谷
市
萱
場
三
八
―
三 

狭
山
市
中
央
四
―
二
六
―
八 

和
光
市
諏
訪
四
―
一
一 

草
加
市
金
明
町
五
一
六
―
一
―
二 

上
尾
市
原
市
中
三
―
一
―
八 

三
郷
市
幸
房
四
七
六
―
一
二 

春
日
部
市
南
二
―
六
―
二
八 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

令
和
二
年
十
月
三
十

一
日 

程
吉 

千
知 

氏 
 

名 

 
 住

所 

株
式
会
社
ア
メ
ニ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
さ
い
た

ま
営
業
所 

名 
 

称 

施 
 

 

術 
 

 

所 

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東

大
宮
四
―
二
六
―
三
―

二
〇
一 

所 
 

在 
 

地 

令
和
二
年
十
一
月
二

日 

廃

止

年

月

日

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
八
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
辞
退
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

  

リ
リ
ィ
ー
デ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク 名 

 

称 

行
田
市
門
井
町
二
―
五
―
三
ミ
ル
フ

ィ
ー
ユ
門
井
二
〇
一 

所 
 

在 
 

地 

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日 

辞

退

年

月

日

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
九
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し 

て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 

は
る
か
薬
局 

い
る
か
薬
局 

名
称 

所
沢
市
西
所
沢

一
―
二
三
―
三 

熊
谷
市
箱
田
一

―
一
二
―
二 

所
在
地 

株
式
会
社
川
越 

有
限
会
社
ユ

キ
・
メ
デ
ィ
カ

ル 

開
設
者
名 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理

指
導 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

令
和
二
年
七
月
一

日 令
和
二
年
十
一
月

一
日 指

定
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
ん

な
の
家
・
三
郷
２ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
ん

な
の
家
三
郷 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
ん

な
の
家 

上
尾
瓦
葺 

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド 

武
蔵
嵐
山
病
院 

名
称 

事
業
者
名

称 事
業
者
名

称 事
業
者
名

称 事
業
所
名

称 事
業
者
所

在
地 

事
業
所
所

在
地 

変
更
事
項 

株
式
会
社
ウ
イ

ズ
ネ
ッ
ト 

株
式
会
社
ウ
イ

ズ
ネ
ッ
ト 

株
式
会
社
ウ
イ

ズ
ネ
ッ
ト 

よ
も
や
ま
ば
な

し 比
企
郡
嵐
山
町

太
郎
丸
一
三
五 

比
企
郡
嵐
山
町

太
郎
丸
一
三
五 

 

変
更
前 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
介

護
株
式
会
社 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
介

護
株
式
会
社 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
介

護
株
式
会
社 

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド 東
松
山
市
上
唐

子
一
三
一
二
―

一 東
松
山
市
上
唐

子
一
三
一
二
―

一 

 
変
更
後 

認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護 

 

介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護 

認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護 

 

介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護 

認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護 

 

介
護
予
防
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護 

通
所
介
護 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン 
 

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 



 

日
本
調
剤 

若
狭
薬

局 日
本
調
剤 
狭
山
ヶ

丘
薬
局 

セ
イ
ム
ス
谷
原
薬
局 

事
業
所
名

称 事
業
所
名

称 事
業
所
名

称 

プ
ラ
ザ
薬
局 

若
狭
店 

プ
ラ
ザ
薬
局 

所
沢
店 

あ
い
薬
局 

谷

原
店 

日
本
調
剤 

若

狭
薬
局 

日
本
調
剤 

狭

山
ヶ
丘
薬
局 

セ
イ
ム
ス
谷
原

薬
局 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
一
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  

有
村
医
院 

名
称 

所
沢
市
榎
町
一
二
―
二
一 

所
在
地 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

訪
問
看
護 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

令
和
二
年
十
月
一
日 

休
止
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
二
号 

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。
）
か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

             

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
お
お
む
ら
さ
き 

武
蔵
嵐
山
病
院 

名
称 

比
企
郡
嵐
山
町
太

郎
丸
一
三
五 

比
企
郡
嵐
山
町
太

郎
丸
一
三
五 

所
在
地 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

訪
問
看
護 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

居
宅
介
護
支
援 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
三
十
年
十
一
月

一
日 

平
成
三
十
年
十
月
三

十
一
日  

廃
止
年
月
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
三
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

モ
ラ
ー
ジ
ュ
菖
蒲 

 
 

 

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
菖
蒲
三
千
五
百
六
十
四
番
地
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

四
〇
七
一
台 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

四
〇
七
一
台 

 
 

 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 

（
変
更
前
）
出
入
口
の
数 

八
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

（
変
更
後
）
出
入
口
の
数 

十
一
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

令
和
三
年
八
月
十
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
十
二
月
十
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
四
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

マ
イ
カ
イ
マ
ー
ト
東
所
沢
店 

 

 
 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
下
安
松
七
百
八
十
二
―
二
、
五
、
六 

七
百
八
十
三
―
二 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
変
更
前
）
ス
ー
パ
ー
バ
リ
ュ
ー
東
所
沢
店 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
下
安
松
七
百
八
十
二
―
二
、
五
、
六 

七
百
八
十
三
―
二 

 
 

 
 

 

 
 

 

（
変
更
後
）
マ
イ
カ
イ
マ
ー
ト
東
所
沢
店 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
下
安
松
七
百
八
十
二
―
二
、
五
、
六 

七
百
八
十
三
―
二 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人 

 
 

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
バ
リ
ュ
ー 

代
表
取
締
役 

岸
本
圭
司 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
上
尾
市
愛
宕
三
丁
目
一
番
四
十
号 

 

（
変
更
後
）
北
辰
商
事
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

太
田
順
康 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
桜
区
山
久
保
一
丁
目
十
一
番
一
号 

 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
三
年
一
月
二
十
二
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
十
二
月
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 



の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
五
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ベ
ル
ク
大
井
緑
ヶ
丘
店 

 
 

 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
緑
ヶ
丘
一
―
千
八
百
九
十
八
―
四
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
変
更
前
）
ベ
ル
ク
大
井
緑
ヶ
丘
店 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
大
井
町
緑
ヶ
丘
一
―
千
八
百
九
十
八
―
四
外 

 
 

 

（
変
更
後
）
ベ
ル
ク
大
井
緑
ヶ
丘
店 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
緑
ヶ
丘
一
―
千
八
百
九
十
八
―
四
外 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に

あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

 
 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
一
誠 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

令
和
二
年
五
月
二
十
八
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

令
和
二
年
九
月
十
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 



の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ヤ
オ
コ
ー
ふ
じ
み
野
大
原
店 

 
 

 

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
原
二
丁
目
一
番
三
十
号 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 

⑴ 

交
通
問
題 

 
 

㈠ 

来
店
者
の
広
域
誘
導
に
つ
い
て
適
切
な
看
板
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
生 

 
 

 

活
道
路
へ
の
侵
入
防
止
に
つ
い
て
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈡ 

市
道
幹
線
三
号
線
へ
の
出
入
口
に
つ
い
て
、
本
件
と
隣
接
す
る
共
同
住
宅
（
建
築
中
）

と
隔
て
る
フ
ェ
ン
ス
を
見
通
し
の
良
い
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑵ 

騒
音
問
題 

 
 

㈠ 

空
調
室
外
機
や
駐
車
場
等
の
騒
音
に
関
し
、
十
分
な
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
近
隣
住 

 
 

 

民
か
ら
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
に
は
適
切
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
深
夜
営
業 

 
 

 

（
午
後
十
時
以
降
）
に
関
し
て
も
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
に
お
け
る
騒
音
の
規
制 

 
 

 

基
準
値
を
遵
守
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈡ 

自
動
車
駐
車
場(

二
十
台
以
上
駐
車
で
き
る
も
の)

を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
埼
玉
県 

 
 

 

生
活
環
境
保
全
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
条
例
に
基
づ
く
騒
音
の
規
制
基
準
（
敷 

 
 

 

地
境
界
線
に
お
け
る
騒
音
の
許
容
限
度
）
を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
適
切 

 
 

 

に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑶ 

光
害
問
題 

 
 

 

夜
間
、
駐
車
場
の
看
板
や
建
物
等
か
ら
発
光
さ
れ
る
光
が
、
近
接
す
る
住
宅
等
に
対
し

光
害
と
な
ら
な
い
よ
う
敷
地
外
へ
の
遮
光
等
に
つ
い
て
十
分
な
配
慮
を
行
う
な
ど
光
害
対

策
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
発
生
し
た
場
合
に
は
適
切
に
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

⑷ 

防
犯
問
題 

 
 

㈠ 

併
用
施
設
と
し
て
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
二
階
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
に
つ
い
て 

 
 

 

は
、
子
ど
も
（
十
五
歳
以
下
）
だ
け
で
使
用
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
利
用
規
約
等 

 
 



 
 

 

で
規
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
等
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い 

 
 

 

る
場
合
も
、
上
記
施
設
と
同
様
、
子
ど
も
だ
け
で
利
用
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
店 

 
 

 

内
掲
示
等
で
注
意
喚
起
す
る
な
ど
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

㈡ 

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
「
犯
罪 

 
 

 

の
防
止
に
配
慮
し
た
道
路
等
の
構
造
、
設
備
等
に
関
す
る
指
針
」
及
び
ふ
じ
み
野
市
防 

 
 

 

犯
推
進
条
例
を
遵
守
し
、
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
お
願
い 

 
 

 

し
ま
す
。 

 

⑸ 

ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力 

 
 

㈠ 

市
内
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
へ
の
参
加
・
協
力
、
活
動
場
所
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈡ 

地
元
自
治
組
織(

大
原
自
治
会)

の
自
治
会
活
動
に
参
加
・
協
力
す
る
と
と
も
に
、
本 

 
 

 

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
参
加
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈢ 

学
校
の
授
業
や
行
事
等
で
、
施
設
の
見
学
や
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
依
頼
が
あ
っ 

 
 

 

た
際
は
、
積
極
的
な
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

㈣ 

地
元
商
工
会
加
盟
及
び
地
元
商
店
会
と
の
連
携
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

⑹ 

そ
の
他 

 
 

 

騒
音
被
害
や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
る
た
め
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
第 

 

四
十
一
条
、
同
条
例
規
則
第
二
十
一
条
に
基
づ
き
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
の
周
知 

 
 

が
必
要
で
す
。
駐
車
場
利
用
者
全
員
に
周
知
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
一
月
二
十
五
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
七
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、

北
武
蔵
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

就
任 

 
 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 
 
 

理
事 

 

小
和

 
 

 
 

守 
 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
二
千
九
百
五
十
八
番
地 

 
 
 

同 
 

 

関 

谷 

利 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
二
百
三
十
五
番
地
一 

 
 

同 
 

 

川 

田 

義 

則 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
八
百
七
番
地
一 

 
 

同 
 

 

清 

水 
 

 

博 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
九
百
二
十
六
番
地 

 
 

同 
 

 

橋 

本 

健 

一 
 

同 
 

深
谷
市
武
蔵
野
五
百
四
十
五
番
地
一 

 
 

同 
 

 

柴 

﨑 

年 

正 
 

同 
 

大
里
郡
寄
居
町
大
字
桜
沢
三
千
八
百
八
十
七
番
地 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

 
 

同 
 

 

杉 

田 

巳 

憲 
 

同 
 

児
玉
郡
美
里
町
大
字
甘
粕
六
百
九
十
二
番
地 

 
 

 
 

同 
 

 

大 

野 

久 

直 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

猪
俣
九
十
番
地 

 
 

監
事 

 

浅 

見 

英 

男 
 

同 
 

大
里
郡
寄
居
町
大
字
末
野
千
四
百
二
十
番
地
一 

 
 

同 
 

 

田 

島 

徳 

重 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

用
土
五
千
九
百
七
十
九
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

 
 

同 
 

 

根 

岸 

哲 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

中
里
三
百
七
十
九
番
地
二 

 
 

同 
 

 

酒 

井 

泰 

典 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

寄
居
三
百
八
十
五
番
地
四 

二 

退
任 

 
 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 
 

理
事 

 

小
和

 
 

 

守 
 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
二
千
九
百
五
十
八
番
地 

 
 

同 
 

 

関 

谷 

利 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
二
百
三
十
五
番
地
一 

 
 

同 
 

 

田 

島 

兵 

作 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

五
千
九
百
九
十
六
番
地 

 
 

同 
 

 

清 

水 
 

 

博 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

同 

千
九
百
二
十
六
番
地 

 
 

同 
 

 

大 

野 
 

 

晃 
 

同 
 

深
谷
市
武
蔵
野
六
百
九
十
九
番
地 

 
 

同 
 

 

柴 

﨑 

年 

正 
 

同 
 

大
里
郡
寄
居
町
大
字
桜
沢
三
千
八
百
八
十
七
番
地 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

 
 

同 
 

 

野 

口 

喜 

良 
 

同 
 

児
玉
郡
美
里
町
大
字
甘
粕
七
百
十
三
番
地 

 
 

同 
 

 

髙 

橋 

忠 

弘 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

猪
俣
七
百
八
十
三
番
地 



 
 

監
事 

 

川 

田 

義 

則 
 

同 
 

大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
千
八
百
七
番
地
一 

 
 

同 
 

 

浅 

見 

英 

男 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

末
野
千
四
百
二
十
番
地
一 

 
 

同 
 

 

島 

﨑 

禮 

裕 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

中
里
五
百
二
十
番
地
一 

     
 
 



地
方
卸
売
市
場
深
谷
並

木
青
果
市
場 

地
方
卸
売
市
場
の
名
称 

埼
玉
県
深
谷
市
原
郷
二
千
百
四
十
七

番
地 

地

方

卸

売

市

場

の

位

置 

令
和
二
年
十
一
月

三
十
日 

失

効

年

月

日 

 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
八
号 

 
卸
売
市
場
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
同
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
方
卸
売
市
場
に
係
る
同
法
第
十
三
条
第

一
項
の
認
定
が
失
効
し
た
の
で
、
同
法
第
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
九
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
さ
い

た
ま
市
森
田
博
ほ
か
二
十
人
か
ら
の
申
請
に
係
る
次
の
土
地
改
良
区
の
設
立
を
令
和
二
年
十
二
月

二
十
三
日
認
可
し
た
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

名
称 

 
 

さ
い
た
ま
中
央
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

さ
い
た
ま
市 

三 

地
区
の
所
在
地 

 
 

さ
い
た
ま
市 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
児
玉
郡
神
川
町
九
郷
阿
保
領
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
の

土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
計
画
の
変
更
認
可
申
請
を
令
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
適
当

と
決
定
し
た
の
で
、
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
決
定
に
係
る
変
更
後
の
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
三
年
一
月
十
二
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
九
日
ま
で 

二 

縦
覧
場
所 

 
 

神
川
町
役
場 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
一
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
東
松
山
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け

た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

東
松
山
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

 

三 

作
業
地
域 

 
 

東
松
山
市
箭
弓
町
一
丁
目 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
二
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
川
口
市
上
下
水
道
局
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
口
市
上
下
水
道
局 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
二
級
基
準
点
復
旧
一
点
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
川
口
市
江
戸
一
丁
目
地
区 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
三
年
二
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
三
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
桶
川
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

桶
川
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

デ
ジ
タ
ル
空
中
写
真
撮
影 

三 

作
業
地
域 

 
 

埼
玉
県
桶
川
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
二
十
四
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
四
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
蓮
田
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

蓮
田
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
） 

 

三 

作
業
地
域 

 
 

蓮
田
市 

四 

作
業
期
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
五
号 

 
令
和
二
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
九
十
六
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十

七
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
か
ら
通
知
を
受
け
た
の

で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
六
号 

 
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号
（
埼
玉
県
の
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代
理
金
融

機
関
及
び
収
納
代
理
金
融
機
関
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
一
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

収
納
代
理
金
融
機
関
の
表
株
式
会
社
第
四
銀
行
の
項
中
「
株
式
会
社
第
四
銀
行
」
を
「
株
式
会

社
第
四
北
越
銀
行
」
に
改
め
、
同
表
株
式
会
社
北
越
銀
行
の
項
を
削
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
七
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
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告

示 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
朝
霞
県
土
整
備
事
務
所
長 

相 

原 

秀 

行 

 

 

 

 



 

   
 

 

和
光
志
木
線 

  

路 
 

線 
 

名 

和
光
市
新
倉
一
丁
目
四
二
八
四
番
一
地
先
か

ら
同
市
新
倉
一
丁
目
四
二
八
四
番
一
地
先
ま

で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令

和

元

年

六

月

十

一

日
付
け
埼
玉
県
朝
霞
県

土

整

備

事

務

所

長

告

示
第
一
号
で
告
示
し
た

道
路
予
定
区
域
の
供
用

開
始
で
あ
る
。 

延
長
二
一
・
七
四
メ
ー

ト
ル 

        

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
六
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

髙 

智 

之 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

熊
谷
小
川
秩
父
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新 旧 

旧
新
別 

秩
父
郡
東
秩
父
村
大
字
白
石

字
経
塚
二
四
五
番
一
地
先
か

ら
同
郡
同
村
大
字
白
石
字
経

塚
二
四
五
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

間 

九
・
七
〇
～
九
・
八
〇 

八
・
九
〇
～
九
・
八
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
・
四
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

災
害
復
旧
事
業
に
よ
る
。 

 

備 
 

考 

 



告

示 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

髙 

智 

之 

 



  

熊
谷
小
川
秩
父
線 

路 
 

線 
 

名 

秩
父
郡
東
秩
父
村
大
字
白
石
字
経

塚
二
四
五
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同

村
大
字
白
石
字
経
塚
二
四
五
番
一

地
先
ま
で 供

用
開
始
の
区
間 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日

付
け
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整

備

事

務

所

長

告

示

第

十

六 
 

号
で
告
示
し
た
道
路
予
定
区
域

の
供
用
開
始
で
あ
る
。
延
長

二
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 
 

 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

西
宝
珠
花
屏
風
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



  

新 旧 旧 
新 
別 

春
日
部
市
西
親
野
井
字
浅
間
下
一

四
九
番
一
地
先
か
ら 

同
市
西
親
野
井
字
浅
間
下
一
三
○

番
一
地
先
ま
で 区 

 

間 

一
一
・
二
七
～ 

 
 

 
 

 
 

一
二
・
九
七 

一
一
・
六
五
～ 

 
 

 
 

 
 

一
二
・
八
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
六
四
・
二
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
一
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

山 

科 

昭 

宏 
 

 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

西
宝
珠
花
屏
風
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



  

新 旧 旧 
新 
別 

春
日
部
市
西
親
野
井
字
浅
間
下
一

四
九
番
一
地
先
か
ら 

同
市
西
親
野
井
字
浅
間
下
一
三
○

番
一
地
先
ま
で 区 

 

間 

一
一
・
六
五
～ 

 
 

 
 

 
 

一
二
・
八
五 

一
一
・
二
七
～ 

 
 

 
 

 
 

一
二
・
九
七 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
六
四
・
二
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
六
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 

勝 

也 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

川
越
栗
橋
線 

三 

道
路
の
区
域 

  
 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

久
喜
市
菖
蒲
町
三
箇
字
大
久
保
三
七
七
五

番
五
地
先
か
ら
同
市
北
中
曽
根
字
川
妻
八

〇
五
番
四
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

九
・
〇
〇
～ 

 

一
六
・
五
八 

七
・
〇
〇
～ 

 

一
三
・
六
六 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
七
・
五
三 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 
 
 
 
 

考 



 

告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
七
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 

勝 

也 

  
 



 

 

川
越
栗
橋
線 

路 
 

線 
 

名 

久
喜
市
菖
蒲
町
三
箇
字
大
久
保
三
七
七
五
番

五
地
先
か
ら
同
市
北
中
曽
根
字
川
妻
八
〇
五

番
四
地
先
ま
で 

供 

用 

開 

始 

の 

区 

間 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

供 

用 

開 

始 

の 

期 

日 

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
付
け
埼
玉
県
杉

戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
六
号
で
告
示

し
た
道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長 

二
七
・
五
三
メ
ー
ト
ル 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路

の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

田 

中 

勝 

也 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名 

 
 

 
 

 
 

占
用
を
制
限
す
る
区
域 

 
 

県
道 

川
越
栗
橋
線 

久
喜
市
菖
蒲
町
三
箇
字
大
久
保
三
七
七
五
番
五
地
先
か
ら
同
市
北
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

曽
根
字
川
妻
八
〇
五
番
四
地
先
ま
で 

二 

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件 

 
 

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た 

 

電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直 

 

ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

三 

占
用
を
制
限
す
る
理
由 

 
 

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害 

 

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。 

四 

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日 

 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
六
日 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
五
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

志 

村 
 

 

宏 

  



  
 

   

第
一
号 

指

定

番

号 
建
築
基
準
法 

第
四
十
二
条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
二
年 

十
二
月
十
七
日 

指

定

の

年

月

日 

埼
玉
県
蕨
市
錦
町
三
丁
目
千
百
八
番
三
地
先
か
ら 

埼
玉
県
蕨
市
錦
町
三
丁
目
千
五
十
四
番
九
ま
で 

埼
玉
県
蕨
市
錦
町
三
丁
目
千
百
七
番
二
か
ら 

埼
玉
県
蕨
市
錦
町
三
丁
目
千
八
十
九
番
一
ま
で 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
一
・
五 

三
十
二
・
三 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
〇 

十
二
・
〇 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
議
会
告
示
第
三
号 

埼
玉
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
議
会
議
長 

田 

村 
 

実 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

 

埼
玉
県
議
会
の
議
員
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
埼
玉
県
議
会
告
示
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
中
「
認
印
す
る
と
と
も
に
、
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
訂
正
願
は
、
様
式
第
五
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
四
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

 
 

埼
玉
県
議
会
議
員

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
埼
玉
県
議
会
議
員

 
 

 
 

 
 

 
印

 



 
 

 

様式第５号（第９条関係） 

 

                           年 月 日 

 

訂 正 願 

 

   埼玉県議会議長       様 

 

                  埼玉県議会議員         

 

埼玉県議会の議員の資産等の公開に関する規程第９条の規定により、 

次のとおり報告書を訂正いたします。 

 

報告書名                              

 

訂   正   箇   所 

（ 訂  正  前 ） 

訂   正   内   容 

（ 訂  正  後 ） 

  

 

 



 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
三
十
五
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

髙 

田 

直 

芳 

一 

日
時 

 
 

令
和
三
年
一
月
七
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

イ 

公
文
書
不
開
示
決
定
処
分
に
係
る
審
査
請
求
事
案
の
裁
決
に
つ
い
て 

 

ロ 

そ
の
他 



正

誤 

  
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
号
（
令
和
二
年
十
二
月
八
日
第
百
六
十
五
号
）
中
訂
正 

 

行 前
か
ら
七 

 

誤 平
成
二
十
五
年
四
月
一
日 

 

正 平
成
二
十
六
年
四
月
一
日 
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